
3校

どじょうは、日本全国の川、水田や用水路等に多く生息していた淡水魚（写真1）である。見た目が似てい
るが鰻の約1/5の大きさである。
江戸時代には庶民のスタミナ食として大人気であり、料理本や浮世絵にもたびたび登場している。高い栄養

価と手軽さから、「うなぎ一匹、どじょう一匹」と並び称されるほど重要なタンパク源であった。カルシウム
やビタミンDも豊富であり、内臓ごと食べられる「まるごと食材」である。
柳川鍋（卵とじ鍋）、どじょう鍋（丸煮）（写真2）、どじょう汁（味噌仕立て）、蒲焼き、唐揚げ、甘露煮な

ど様々な食べ方があり、東京・台東区の浅草近辺では現在でも専門店があり、どじょうを食べることができる。
近年は、水田の減少や用水路のコンクリート化といった生息環境の変化による天然のどじょうの減少に加え、

養殖業者の減少により、国産のどじょうの流通量は年々減少し高級食材化しつつある。
どじょうは水田生態系の健全性を示す指標として扱われることもあり、また伝統食の継承という観点からも

どじょう文化の復活が待たれるところである。

どじょう

写真 1　どじょう

＜参考＞ことばのまど
https://kotobanomado.jp/column/1059/?utm_source=copilot.com

＜写真 2 提供＞駒形どぜう
https://dozeu.com/
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写真 2　駒形どぜう「どぜうなべ」
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散 策浜松城

静岡県浜松市

初校

　浜松城は、徳川家康が29歳から45歳までの17年間を過ごし、天下取りの基盤を築いた城である。家康
が遠江進出のために、室町時代からあった曳馬城を元に建てた。江戸から京との中間に位置しており、
交通・軍事・経済等の要地であったため、浜松藩の城主は徳川家に古くから仕える譜代大名から選び抜
いて任されることが多く、将来の幹部候補の育成場所になっていた。その結果、浜松城主になった人物
の多くが後に幕府の重要ポストに就き、浜松城は出世城とも呼ばれている。
　明治維新後に廃城となり取りこわされたが、天守閣は1958（昭和33）年に再建された。築城当時の姿を
遺す石垣や土塁、地下に残存する城郭遺構は、後世に歴史を伝える「浜松城跡」として、1959年に浜松市
指定文化財（史跡）に認定されている。2017年には、続日本100名城に選定された。春は桜、秋は紅葉の
名所としても知られ、週末には浜松城公園や葵広場で様々なイベントが開催され憩いの場となっている。
※）表紙写真及び写真1　写真提供：浜松・浜名湖ツーリズムビューロー

（表紙の写真）
 浜松城
  場所：静岡県浜松市

写真 1　浜松城

写真 2　浜松城公園の徳川家康公像

く参考＞
浜松城公園
https://www.entetsuassist-dms.com/hamamatsu-jyo/
guide/hamamatsu-castle/

■アクセス
●JR浜松駅からバス約10分
●東名高速道路浜松 ICから約 30分


